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こんにちは  ＮＰサークルの仲間 
 
「人生の金メダル」      塚田 寛子  
  
 ２０１０年２月、バンクーバーオリンピックが開催されまし

た。華やかな開会式に始まり、連日最高レベルの様々な競技が

行われ、家にいるときはついテレビを見てしまいました。今回

のオリンピックは、特にメダルを取れる可能性のある有力な若

い選手が参加していたため、注目度も高く、マスコミの過熱報

道も加わって、大騒ぎでした。 
 日本中が一番期待していたのは、やはりフィギィアスケート

でしょう。男女とも過去最強と言われ、大怪我を克服して２回

目のオリンピックに挑戦した高橋大輔選手、４年前のトリノオ

リンピックの時から大注目の浅田真央選手、私もついこのお二

人には、金メダルを期待してしまいました。でも、世界の壁は

やはり高く、実力は十分あっても、有力選手は皆強かったです。

お二人の演技を見ながら、いつの間にか息子や娘を応援してい

る「お母さんの気持ち」になっていました。演技の順番が近づ

けば、急にドキドキして落ち着かなくなり、始まれば、ただ怪

我をせずに演じ切って欲しいと祈っていました。無事に終わっ

た時、その後得点を見つめる表情に、ついウルウルしていまし

た。本当に涙腺は緩みっぱなしでした。 
 見事にお二人ともメダルを獲得し、大役を果たされました。

スランプから脱出し、プレッシャーに打ち勝ち、一番欲しい色

のメダルではなかったかもしれないけれど、更に前向きな頼も

しい発言を聞いて、やはり一流のアスリートはさすがだなぁ、

と感心しました。特に私は、浅田選手が演技直後に流した悔し

涙が印象的で、思わずテレビに向かって、「良かったよ！大丈

夫！素晴らしかったよ！」と言っていました。その姿は１９歳

のお嬢さんの姿でしたが、次の日彼女は堂々と、４年後のオリ

ンピックで金メダルを目指し、今回の最高得点を超えるプログ

ラムを演じると宣言していました。彼女の可能性は、まだこれ

から花開くでしょうから、きっと４年後には実現している気が

します。今回金メダルではなかったことが、浅田選手に火を点

けたかもしれません。 
 届きそうで届かないけど、あと少し頑張ればゲットできそう

だ、この感じが人をやる気にさせるのでしょうね。私たちは皆

それぞれ、やりたい事や欲しいものは違います。でも自分の力

で手に入れた時、それはきっと満足感や幸福感になり、ささや

かな私の金メダルが増えていくのかもしれません。「努力は人

を裏切らない」「神様は乗り越えられる試練しか与えない」この

言葉を信じて、無理せず、コツコツ頑張りましょう！きっとま

た、あなたの金メダルが１個増えますよ。 
 次は吉田恵美子さんにお願いします。 

小山田治子のコーナー 
 

継続 20年の金メダル 
 
 2000年1月29日「CHR研究所設立10周年感謝の
集い」のパーティーを開きましたが、あれから更に10
年が経過し、今年 20 周年を迎えます。そのパーティ
ーに参加してくださった方々といまだにお付き合いが

続いていることは私の誇りでもありますし、その後出

会った多くの方々のご支援があっての 20 周年です。
本当に感謝の気持ち一杯です。今年は当研究所の顧問

でもあり私が 27 年間ご指導いただいている杉溪一言
先生が米寿を迎えられる年でもあります。 
そこで、20周年の感謝の集いと米寿のお祝いをあわ
せてパーティーを開くことにしました。今まで CHR
研究所を支えてくださったNPサークル会員を初めと
して、その後設立したNPO法人心の笑顔サポートセ
ンターのメンバー、また経済面で営業活動を一切しな

い私に仕事を与えてくださった方々、そして杉渓先生

ともご縁のある方にお声をかけることにしました。 
2010年4月25日。横浜西口の横浜ベイシェラトン
を会場に選び、コンサートつきのパーティーを開きま

す。10年前のあの華やかなパーティー会場と晴れやか
な表情の参加者が醸し出した心和む暖かい雰囲気が再

現されることを楽しみにしています。今回はパーティ

ー会場ではなく、ラウンジを借り切って行いますので

横浜の景色を見ながらまた違った趣になると思います。 
コンサートはともに芸大大学院卒のソプラノとメゾソ

プラノの姉妹による声楽とショパンコンクール受賞者

のピアノ演奏を予定しています。打ち合わせをしてい

るうちに当日のコンサートのイメージが湧き、これだ

けでも素晴らしい会になりそうです。是非お楽しみに

してください。 
20 年という歳月は生まれた赤ちゃんが成人に達す
る期間でもあります。設立当初は何をするのも全て自

分一人の作業で「仕事を頼もうと連絡したけど、いつ

も留守なので他の人にお願いしたよ」と言われたこと

がきっかけで携帯電話を持つようになりました。講座

の企画・運営の時「一人では大変でしょう」とテキス

ト作成や当日の受付など、自発的に手伝って下さった

人たち。「みなさん素晴らしいスタッフですね」と間違

えられるほど、見事にチームワークのとれた受講生に

支えられた時期があっての 20 年です。ありがたいこ
とです。この20年は金メダルの価値があります。 


